平成１５年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築施工 〕

【ＮＯ．１】

　施工計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　基本工程表を作成するに当たり、製作図・施工図の作成及び監理者の承諾時期を考慮した。
　２　施工計画書に、実行予算に関する計画を記載した。
　３　施工計画に当たり、環境保全について考慮した。
　４　施工計画に当たり、各工事ごとの毎日の作業量を、なるべく均一になるようにした。
　５　施工計画書に、品質計画を含めて記載した。
【ＮＯ．２】

　建築工事に関する申請・届等とその提出先との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。

　１　道路占用許可申請　　…　道路管理者
　２　道路使用許可申請　　…　警察署長
　３　建築物除却届　　　　…　都道府県知事
　４　クレーン設置届　　　…　労働基準監督署長
　５　安全管理者選任報告　…　消防署長
【ＮＯ．３】

　工事現場における材料管理に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　打放し仕上げに用いるコンクリート型枠用合板は、直射日光に当て、十分に乾燥させてから

　　　保管した。

　２　可燃性の塗料は、周囲の建築物から1.5m離れている不燃材料で造った独立した平家建の倉庫に

　　　保管した。
　３　巻いた壁紙は、くせが付かないように立てて保管した。
　４　高力ボルトは、乾燥した場所に保管し、施工直前に包装を解いた。
　５　セメントは、吸湿・風化を防止するために、出入口以外に開口部のない気密性の高い倉庫に

　　　保管した。
【ＮＯ．４】

　仮設工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　高さが12mの枠組足場における壁つなぎの間隔を、垂直方向、水平方向とも8mとした。
　２　足場における高さが2.5mの場所に設けた作業床において、墜落の危険がある箇所には、高さ

　　　70cmの手すりを設けた。
　３　単管足場の地上第一の布を、地盤面からの高さ2mの位置に設けた。
　４　高さが8m以上の登り桟橋において、踊り場を高さ6mごとに設けた。
　５　鉄筋コンクリート造2階建の建築物の工事において、危害防止上必要があるので、地盤面から

　　　高さ1.8mの仮囲いを設けた。
【ＮＯ．５】

　地盤の調査方法とその調査事項との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　平板載荷試験地耐力
　２　標準貰入試験N値
　３　電気探査基盤の深さ
　４　サウンディング地下水位
　５　ボーリング地盤構成
【ＮＯ．６】

　鉄筋コンクリート工事における鉄筋の継手・定着に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ガス圧接継手において、圧接部における鉄筋中心軸の偏心量は、鉄筋径の1/5以下とした。
　２　隣り合う鉄筋の継手位置は、1か所に集中しないよう、相互に、継手長さの0.5倍ずらして

　　　設けた。
　３　柱の主筋の定着長さは、鉄筋の種類、コンクリートの設計基準強度及びフックの有無により

　　　決定した。
　４　重ね継手の長さの指定が40dの場合、D22とD25の継手長さは88cmとした。
　５　SD345のD22とD32を、ガス圧接した。
【ＮＯ．７】

　鉄筋コンクリート工事における鉄筋の加工・組立てに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　はりの鉄筋の最小かぶり厚さは、あばら筋の外側から測定した。
　２　粗骨材の最大寸法が20mmの普通コンクリートを用いたので、柱の主筋Dl9の鉄筋相互のあきを

　　　25mmとした。
　３　柱の主筋の台直しが必要になったので、鉄筋を常温で緩やかに曲げて加工した。
　４　上下階の柱の断面寸法が異なっていたので、設計担当者と打合せのうえ、主筋の折曲げは、

　　　はりせいの範囲で行った。

　５　鉄筋表面のごく薄い赤錆は、コンクリートとの付着を妨げるものではないので、除去せずに

　　　施工した。
【ＮＯ．８】

　型枠工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　スリーブの取付けにおいては、コンクリート打込み時にスリーブが移動しないように、型枠に

　　　堅固に固定した。
　２　型枠支保工の組立て等作業主任者は、型枠支保工の組立・解体作業の方法を決定し、作業を

　　　直接指揮した。
　３　型枠にかかるコンクリートの側圧が、過大にならないようにするため、コンクリートの打込み

　　　速さを考慮した。
　４　柱及び壁のせき板は、コンクリートの圧縮強度が5N/mm2を超えたことを確認した後に、取り外

　　　した。
　５　コンクリートの圧縮強度が、設計基準強度の85%に達したので、はり下の支柱を取り外した。
【ＮＯ．９】

　コンクリートの打込み及ぴ締固めに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　棒形振動機を用いて締め固める場合、加振時間は、コンクリートの表面にペーストが浮き上が

　　　るまでとした。
　２　コンクリートの締固めは、コールドジョイントを防止するため、棒形振動機の先端が、先に

　　　打ち込まれたコンクリートの層へ入らないようにして行った。
　３　コンクリートの圧送に先立ち、コンクリートの品質の変化を防止するために、富調合のモルタ

　　　ルを圧送した。
　４　コンクリートの打込み中における打継ぎ時間の間隔は、外気温が25℃を超えていたので、先に

　　　打ち込まれたコンクリートの再振動可能な90分以内とした。
　５　階段のある打込み区画は、階段回りから打ち込んだ。
【ＮＯ．１０】

　コンクリートの打継ぎに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　はりの打継ぎ位置は、そのスパンの中央付近とした。
　２　打継ぎ部分のコンクリート面は、散水をして十分に吸水させ、湿潤な状態に保った。
　３　スラブの打継ぎ位置は、そのスパンの端部とした。
　４　打継ぎ面が外部に接する箇所に、打継ぎ部の防水処理を行うための目地を設けた。
　５　打継ぎ面は、新たに打ち込むコンクリートど一体となるように、レイタンスなどを取り除いた。
【ＮＯ．１１】

　高力ボルト接合に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　鉄骨の組立てに先立ち、摩擦接合部の摩擦面に付着した塗料を取り除いた。
　２　座金との接触面に鋼材のまぐれがあったので、平グラインダー掛けにより取り除き、平らに

　　　仕上げた。
　３　建方時に使用する仮締めボルトには、軸径が本締めボルトより小さいボルトを使用した。
　４　一次締め終了後に行うボルトのマーキングは、ボルト、ナット、座金及び母材にかけて行った。
　５　接合部の材厚の差により1mmを超える肌すきが生じていたので、フィラープレートを用いて

　　　補った。
【ＮＯ．１２】

　補強コンクリートブロック工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ブロックは、フェイスシェル厚の薄いほうを下にして積み上げた。
　２　壁鉄筋のかぶり厚さの最小値は、フェイスシェルの厚さを含めずに、20mmとした。
　３　ブロックの空洞部に電気配管を行ったので、配管の出入口周辺の空洞部に、モルタルを充てん

　　　した。
　４　ブロックの1日の積上げ高さは、2.Omとした。
　５　といを設置するに当たって、とい受金物の埋込み箇所は、モルタルが充てんされる目地の位置

　　　とした。
【ＮＯ．１３】

　木工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　せっこうボード張り用の壁胴縁の取付間隔は、455mmとした。
　２　大引の継手は、床づか心から150mm程度持ち出した位置とし、腰掛けあり継ぎ、釘2本打ちと

　　　した。
　３　厚さ5.5mmの板材の留付けには、長さ22mmの釘を用いた。

　４　野縁の継手は、野縁受桟との交差箇所を避け、継手位置を乱にし、添え板を両面に当て、釘

　　　打ちとした。
　５　5枠組壁工法における床材には、厚さ15mmの構造用合板を使用した。
【ＮＯ．１４】

　屋根のアスファルト防水工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　アスファルトの溶融に当たり、局部加熱が生じないようにアスファルトを小塊にして溶融した。
　２　アスファルトプライマーを塗布した翌日に、次の工程の施工を行った。
　３　コンクリートスラブの打継ぎ箇所には、幅100mmの絶縁用テープを張り付け、その上に幅300mm
　　　のストレッチルーフィングを増張りした。
　４　平場の保護コンクリートの中に敷き込んだ溶接金網の重ね幅を、100㎜とした。
　５　保護コンクリートの伸縮調整目地の深さは、保護コンクリートの下面に達するようにした。
【ＮＯ．１５】

　コンクリート壁のセメントモルタル塗りに関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　屋内において、下地面となるコンクリート壁の水洗いが困難であったので、デッキブラシを用いて清掃した。
　２　中塗り後、乾燥が進んだので、上塗り前に水湿しを行った。
　３　下塗りには、上塗りに比べて、富調合のモルタルを使用した。
　４　中塗りは、下塗り後2週間以上放置し、ひび割れを十分に発生させてから行った。
　５　1回に練り混ぜるモルタルの量は、120分以内に使い切れる量とした。
【ＮＯ．１６】

　壁の陶磁器質タイル張り工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　外壁の改良積上げ張りにおいて、張付け用モルタルの調合は、容積比でセメント1:砂3とした。
　２　外壁の二丁掛けタイルの密着張りにおいて、張付け用モルタルの塗り厚は、15mm程度とした。
　３　接着剤張りにおいて、接着剤の1回の塗付け面積は、30分以内に張り終える面積とした。
　４　接着剤張りにおいて、接着剤は、金ごてを用いて平たんに塗布した後、所定のくし目ごてを

　　　用いてくし目を立てた。
　５　密着張りにおいて、目地割りに基づいて水糸を引き通し、窓や出入口まわり、隅、角等の役物

　　　を先に張り付けた。
【ＮＯ．１７】

　塗装工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　鉄鋼面の素地ごしらえにおいて、溶剤ぶきにより油類を除去した。
　２　塗装場所の気温が10℃、湿度が80%で、換気も適切であったので、そのまま塗装を行った。
　３　木部は、アクリル樹脂エナメル塗りとした。
　４　亜鉛めっき鋼面は、フタル酸樹脂エナメル塗りとした。
　５　モルタル面は、塩化ビニル樹脂エナメル塗りとした。
【ＮＯ．１８】

　建具・ガラス工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　防煙垂れ壁には、網入り板ガラスを使用した。
　２　ガラスブロック積みにおいて、平積みの目地幅の寸法は、10mm程度とした。
　３　室内に用いる木製建具材には、加工・組立て時の含水率(質量百分率)が、15%の人工乾燥材を

　　　使用した。
　４　アルミサッシ部材の寸法を切り詰めたので、モルタルに接する部分にアクリル樹脂系塗料を

　　　塗って、絶縁処理を行った。
　５　鉄骨造において、アルミサッシ枠まわりのシーリング材の施工には、プライマー及びバック

　　　アップ材を用いて、三面接着とした。
【ＮＯ．１９】

　内装工事及び断熱工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　ビニル床シートの張付けは、接着剤を所定のくし目ごてを用いて下地面へ平均に塗布し、べた

　　　張りとした。
　２　せっこう系直張り用接着剤を用いてコンクリート下地に直張りしたせっこうボード表面の仕上

　　　げにおいては、仕上げ材に通気性がなかったので、21日間放置後に行った。
　３　フローリングボードの床張りにおいて、ボードの継手位置は、隣接するボードの継手位置から

　　　150mm以上離して、乱継ぎとした。
　４　外壁に設ける通気層は、断熱層・防風層の屋外側に厚さ8mmで設け、その上下端部を外気に

　　　開放した。
　５　天井のグラスウール断熱層の室内側を、厚さ0.15mmのポリエチレンフィルムで覆った。
【ＮＯ．２０】

　設備工事に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　屋内の排水横管の勾配は、1/200とした。
　２　給湯管には、ステンレス鋼管を用いた。
　３　寒冷地における給水管の配管の勾配は、水抜きが容易にできるように先上りとした。
　４　湿気のある場所に施設するケーブル相互の接続箇所には、黒色粘着性ポリエチレン絶縁テープ

　　　を使用した。
　５　台所のレンジ用フードファンには、グリースフィルター付きのものを使用した。
【ＮＯ．２１】

　工場生産された建築部品の取付け等に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　洗面所の縁なし鏡は、モルタル塗り面にゴム座を当て、ステンレス金物で取り付けた。

　２　更衣室の中空に吊り下げるカーテンレールの吊り位置は、1.8m間隔及び曲がり箇所とした。
　３　事務室のフリーアクセスフロアの支持脚部には、緩衝用ゴム付のものを用いた。
　４　階段の金属製の滑り止めは、エポキシ樹脂系接着剤及び小ねじを使用して、取り付けた。
　５　事務室の窓のブラインドは、幅及び高さを現場実測して製作されたものを取り付けた。
【ＮＯ．２２】

　施工機械とその特性との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。

施工機械
特　性

１
クラムシェル
クレーンブームにバケットを吊るし、バケットを開いて落下させ、閉じて土砂を掘削する。

２
パワーショベル
機械の接地面より上方の掘削に適しているが、下方の掘削には向かない。

３
バックホー
機械の接地面より下方の掘削、硬い土質の掘削及び溝掘りに適し、水中掘削も可能である。

４
モーターグレーダー
車輪を有する自走式で、広い路面を平らに形成し、整地する。

５
ドラグライン
機械の接地面より下方の掘削に適しているが、機体を中心とした掘削半径が小さい。

【ＮＯ．２３】

　積算に用いる用語に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　工事費は、工事価格に消費税等相当額を加えたものである。
　２　共通仮設費は、現場事務所の設置、動力・用水・光熱等に要する費用である。
　３　工事原価は、直接工事費と共通仮設費とを合わせたものである。
　４　複合単価は、材料費と労務費を加えたものなど、2種類以上の費用を合わせたものの単価で

　　　ある。
　５　共通費は、共通仮設費、一般管理費等及び現場管理費とを合わせたものである。
【ＮＯ．２４】

　各種測量等とそれに使用する器械・器具との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　水準測量　…　ハンドレベル
　２　平板測量　…　アリダード
　３　面積測定　…　プラニメーター
　４　角測量　　…　標尺
　５　距離測量　…　鋼製巻尺
【ＮＯ．２５】

　工事請負契約に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　請負者は、工事材料の品質が設計図書に明示されていない場合は、中等の品質を有するもの

　　　とすることができる。
　２　現場代理人は、主任技術者を兼ねることができる。
　３　通常、請負工事中の建築物に火災保険をかける者は、発注者である。
　４　工事請負契約書には、物価水準等の変動に基づK請負代金額の変更に関する事項についても

　　　記載する。
　５　発注者は、工事目的物の一部を請負者の承諾を得て、引渡し前に使用することができる。












